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 対象は、老健に勤務する看護及び介護職員である。老健 30施設に計 1470 部調査票
を送付し、411 名より回答を得た（回収率 28．0％）。 調査時期は 2008 年 10 月より
12月までであった。 
 調査項目は、バーンアウトの評価尺度である Maslach Burnout Inventory（MBI）、
EE の評価尺度である Nurse Attitude Scale（NAS）、対象者の基本的属性などであっ
た。２群間の比較は Mann-Whitney検定、３群間以上の比較は Kruskal-Wallis 検定を





結   果 
 MBI の下位尺度の高得点者の割合は、消耗感は 197 名（51.6％）、脱人格化は 122
名（31.4％）、低達成感は 301 名（83.8％）であった。次に、NAS 合計の平均得点は









考   察 











 介護の労働環境を改善するとともに、高齢者の精神疾患に関する教育及び BPSD へ
の対処技能を身につける行動スキル訓練プログラム、そしてパーソンセンタードケア
の修得などの必要性が示唆された。 
 
